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 赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉活動を支援するためのしくみとして社会福祉法に位 赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉活動を支援するためのしくみとして社会福祉法に位
置づけられており、今年は令和 5 年 10 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの間、全国一斉置づけられており、今年は令和 5 年 10 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの間、全国一斉
に展開されます。に展開されます。

 小倉北区では、昨年度、自治会を通じた戸別募金やイベント募金等により、 小倉北区では、昨年度、自治会を通じた戸別募金やイベント募金等により、6,550,1136,550,113円円
が集まり、その約７割が区内の福祉事業に分配され、様々な地域福祉団体の活動などに活用さが集まり、その約７割が区内の福祉事業に分配され、様々な地域福祉団体の活動などに活用さ
れています。また、一部は大規模災害時のボランティア活動を支援するための準備金として積れています。また、一部は大規模災害時のボランティア活動を支援するための準備金として積
み立てられ、被災地の復興支援にも使われます。み立てられ、被災地の復興支援にも使われます。

多世代のふれあい交流

次世代地域福祉活動者
育成事業（ウェルクラブ）

災害ボランティアセンターの設置・運営

福祉活動者の養成研修会

身近な地域の福祉活動のために

共同募金運動を推進するために

広域的な社会福祉活動のために

災害時の活動を支援するために

66%66%
5%5%

21%21%

8%8%
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は
、
他
校
区
の
講
座
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
都
の
杜
の
石
井
先

生
に
お
願
い
し
、
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
の
方

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
、
地
域
の
支
え
合

い
を
熱
心
に
考
え
て
る
近
隣
住
民
の
方
々
の
参

加
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
意
見
交
換

や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
対
応
の
実
践
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
」、「
今
後
の
活
動
に
役
立
て

た
い
」
な
ど
、
地
域
で
の
見
守
り
に
意
欲
的
な

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
６
日
に

は
、
校
区
全
体
で
の
講
座
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
講
座
に
は
出
席
は
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
近
隣
の
コ
ン
ビ
ニ
の
店
長
さ
ん
や
交

番
、
病
院
等
と
も
認
知
症
の
方
の
見
守
り
に
つ

い
て
情
報
共
有
が
で
き
、
様
々
な
関
わ
り
に
よ

り
個
別
支
援
が
地
域
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
く

手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
見
守
り
の

和
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
地
域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
今
後
も
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
～
施
設
の
地
域
貢
献
編
～

地
域
共
生
社
会
を
み
ん
な
で

地
域
共
生
社
会
を
み
ん
な
で

　
今
年
の
４
月
、
八
幡
東
工
芸
社
と
浅
野
工
芸

社
を
統
合
し
た
「
イ
ン
ク
ル
小
倉
北
」
が
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
と
生
活
介
護
の
多
機
能
事
業
所

と
し
て
到
津
校
区
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
到
津

校
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
定
例
会
と
市
民

セ
ン
タ
ー
の
人
権
講
座
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
障
害

の
あ
る
方
へ
の
理
解
と
地
域
で
の
共
生
を
考
え

る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
の
研
修
に
は
、
福
祉
協
力
員
や
町
内
会

長
の
ほ
か
、
地
域
住
民
も
合
わ
せ
て
、
59
名
も

の
参
加
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
つ
い
て

の
説
明
の
後
、
イ
ン
ク
ル
小
倉
北
を
運
営
す
る

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
や
障
害
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
当
事
者
の
方
か
ら
は
、
仕
事

の
経
験
談
や
家
族
の
こ
と
、
ま
た
、
好
き
な
こ

と
や
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
交

え
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
好
き
な
芸
能

人
に
つ
い
て
や
仕
事
の
苦
労
話
な
ど
を
聞
い
て

い
る
と
、
障
害
が
あ
る
な
し
は
関
係
な
い
ん
だ

な
と
あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
質
疑
応
答
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
温
か
い
気
持
ち
で
研
修
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
後
日
、
到
津
校
区
社
協
の
役
員
等
で
イ
ン
ク

ル
小
倉
北
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
後
も
交
流
を

継
続
し
、
お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い

な
が
ら
、「
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
地
域
活

動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

【到津校区】 研修テーマ「だれもが自分らしく生きる社会へ」

【桜丘校区】グループワークでの意見交換
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く
理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
や
そ
の
家
族

の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
、
で
き
る
範

囲
で
手
助
け
を
す
る
応
援
者
で
す
。

　
講
師
の
北
九
州
市
認
知
症
支
援
・
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
の
中
村
先
生
と
松
岡
先
生
に
よ
る

と
、
市
内
警
察
署
へ
の
認
知
症
等
に
よ
る
高
齢

者
の
捜
索
依
頼
数
は
、
年
間
約
１
０
０
件
に
も

及
ぶ
そ
う
で
す
。
捜
索
模
擬
訓
練
に
備
え
、
実

際
に
町
で
認
知
症
か
な
？
と
い
う
人
に
遭
遇
し

た
時
の
接
し
方
や
対
応
の
方
法
な
ど
も
学
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、
地
域
全
体
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
子
ど
も
達
に
向
け
た
認
知
症
の
勉

強
会
も
別
の
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
に

も
解
り
や
す
い
よ
う
に
寸
劇
や
紙
芝
居
等
も
交

え
た
説
明
に
よ
り
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来

た
よ
う
で
す
。

　
富
野
校
区
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地

域
に
住
む
人
た
ち
の
「
安
全
・
安
心
な
生
活
」

を
支
え
る
こ
と
を
活
動
の
原
点
と
し
、
み
ん
な

で
支
え
あ
え
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
か
ら
つ
な
が
る
和

地
域
の
見
守
り
か
ら
つ
な
が
る
和

　
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
認
知
症
の
高
齢
者

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
と
い
う
専
門
職
等
に
よ

る
個
別
事
例
検
討
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
桜
丘
校
区
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
桜
丘
地
区
の
民
生
委
員
さ

ん
か
ら
認
知
症
の
方
が
と
て
も
増
え
て
い
て
心

配
だ
と
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
地
域
で
の
見

守
り
や
支
え
合
い
の
し
く
み
を
進
め
て
い
く
必

要
性
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
早
速
、
桜
丘
校
区
の
役
員
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
せ
っ
か
く
な
ら
ば
校
区
全
体
で
取
り

組
も
う
と
、
自
治
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
協
働
で
実

施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
き
っ
か
け
と
な
っ
た
対
象
者
が
住
む

町
内
で
講
座
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
場

は
、
以
前
か
ら
地
域
貢
献
に
積
極
的
な
㈱
サ
ン

レ
ー
が
快
く
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
師

奮
闘
記

奮
闘
記小川Co. 工藤Co.

野村Co.

　
地
域
支
援

　
地
域
支
援

　
　
コ
ー
デ
ィ

　
　
コ
ー
デ
ィ

　
　
　
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
ネ
ー
タ
ー

誰
も
が
住
み
や
す
い

誰
も
が
住
み
や
す
い

　
　
　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　
　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
～
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
編
～

お
と
な
も
子
ど
も
も
一
緒
に
学
ぼ
う

お
と
な
も
子
ど
も
も
一
緒
に
学
ぼ
う

　
富
野
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
で

認
知
症
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
た
捜
索
模
擬
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
事
前
勉
強
会
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
進
む
北
九
州
市
で
認
知
症
は
と
て

も
身
近
な
も
の
で
す
。
そ
ん
な
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
北
九
州
市
で
は
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
ま
で
に
講
座
を
受
講
し

た
10
万
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
っ
て
も
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
を
正
し

【富野校区】認知症について熱心に学ぶ子ども達
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令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら

　
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉　

 

篤
志
寄
付 

ナ
ー
プ
ア
リ
リ
ア
代
表
　
野
上
淳
乎

北
九
州
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

Ａ
級
小
倉
劇
場

株
式
会
社
サ
ン
リ
ブ

小
倉
北
区
連
合
婦
人
会

小
倉
北
区
切
手
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
倉
北
区
プ
ル
タ
ブ
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

光
武
　
司

令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら

　
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉　

【
個
人
会
員
】

太
田
　
　
保

《
中
島
校
区
》

苅
北
　
憲
佳
　
　
阿
部
　
敏
則

亀
嶋
　
康
俊
　
　
山
本
　
　
誠

添
田
由
美
子
　
　
福
永
美
智
子

苅
北
　
茂
美
　
　
山
口
　
栄
子

中
山
　
景
子
　
　
田
中
　
尚
美

稲
森
　
敏
満
　
　
岡
　
　
俊
郎

《
足
原
校
区
》

吉
岡
　
洋
二
　
　
橋
田
　
由
子

新
井
　
節
代
　
　
𠮷
村
美
津
子

神
谷
る
い
子
　
　
植
中
　
順
子

德
永
日
出
城

《
小
倉
中
央
校
区
堺
町
》

野
上
　
嗣
之
　
　
安
蘓
　
恵
子

大
石
　
哲
也
　
　

《
社
会
福
祉
法
人
　
薫
会
》

曽
我
　
満
美
　
　
岡
本
　
和
之

小
下
　
　
陽
　
　
鹿
島
　
信
行

《
萩
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
》

曽
我
　
雄
吾

【
団
体
会
員
】

北
九
州
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

藍
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

中
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

南
小
倉
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
社
団
法
人
　
北
九
州
市
小
倉
医
師
会

田
中
　
悦
子
　
　
園
田
　
綾
子

江
頭
　
智
子
　
　
飯
野
美
恵
子

山
口
　
照
子
　
　
今
泉
　
保
子

《
中
井
校
区
》

後
藤
　
昭
二
　
　
倉
光
　
邦
司

太
田
　
敦
　
　
　
藤
村
　
孝
夫

平
井
　
正
史
　
　
山
田
　
直
美

赤
峰
由
美
子
　
　
中
尾
　
和
恵

河
野
　
京
子
　
　
小
林
　
雅
美

古
曵
　
伸
枝
　
　
山
野
　
可
年

高
﨑
　
克
典
　
　
近
松
　
芳
朗

平
貞
　
信
幸
　
　
内
山
　
伸
一

山
口
　
由
美
　
　
河
野
　
克
幸

小
川
　
　
巧
　
　
石
井
　
　
忍

《
今
町
校
区
》

福
丸
　
清
生
　
　
大
司
　
洋
太

渡
邉
　
正
信
　
　
小
野
　
善
孝

竹
澤
　
　
稔
　
　
間
庭
　
修
二

宮
﨑
　
徹
志
　
　
渡
邉
　
尚
美

藤
原
香
代
子
　
　
岸
本
知
津
子

福
丸
　
律
子

《
足
立
校
区
》

緒
方
　
直
文
　
　
佐
藤
　
　
茂

穂
坂
　
文
博

《
清
水
校
区
》

福
田
　
義
憲
　
　
原
田
　
元
夫

寺
園
　
秀
毅
　
　
冨
村
　
　
修

中
嶋
ひ
ろ
み
　
　
中
山
　
弘
美

小
出
　
秋
隆
　
　
佐
藤
　
佑
紀

十
塚
　
昭
子

《
富
野
校
区
》

梅
野
秀
麻
呂
　
　
大
石
　
正
信

岩
本
百
合
子
　
　
中
村
　
鈴
子

中
村
　
豊
子
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高齢者見守りサポーター
派遣事業

　介護疲れでリフレッシュしたいときや
買物で外出したいときなど、認知症高齢
者に関する知識を持つサポーターがお宅
へ訪問し高齢者の見守りや話し相手をい
たします。

（食事・トイレの介助はできません）
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•	 認知症などにより見守りが
必要な高齢者と介護してい
る家族
•	 １時間30分あたり　500円
•	 サポーターの交通費実費
•	 各地域包括支援センターへ

利用対象者

利 用 料 金

申 し 込 み

《お問い合せ》　
　生活支援部　生活福祉課
　TEL 873-1296



第173号【5】令和５年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ひまわりねっと
第 53 号

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

高齢者疑似体験・車いす体験高齢者疑似体験・車いす体験

日　時：	 令和５年1 1月１７日（金） 14：00～16：00
会　場：	 北九州市立男女共同参画センター・ムーブ
	 ５階小セミナールーム（小倉北区大手町11-4）
対象者：	 65歳以上の北九州市民
参加費：	 無料　
定　員：　30名
申込方法：	11月16日（木）までに

FAX、電話、郵便にてお申込み下さい

ボランティアウィーク2023 開催ボランティアウィーク2023 開催
　「学びと発信の場」を基本コンセプトに、福祉に関する講座や日頃のボランティア活動の発表等のイベントを開催
し、つながりづくりや支え合いを中心とした日頃の活動の発信を行います。本年度は、多様な主体がそれぞれに役
割を持ち、支え合いながら自分らしく活躍できる「地域共生社会」の実現に向け、世代を超えたつながりづくりを
行います。

65歳からのボランティア入門講座

小倉北区ボランティア・市民活動センター
〒803-8510　北九州市小倉北区大手町1-1

TEL・FAX：093-562-2051

問合せ・申込み先

介護支援ボランティア登録研修会介護支援ボランティア登録研修会

研修を
受講

ボランティア
登録 施設へ

申込み

ボランティア
活動 ポイントの

換金or寄付

　65歳以上の方が特別養護老人
ホームなどの介護保険施設等でボラ
ンティア活動を行った場合にポイン
トを付与し、貯まったポイントを換
金又は寄付することができる事業で
す。

　中井校区北小倉社会福祉協議会の「おたすけマン
活動」勉強会で、高齢者疑似体験と車いすの体験を
しました。
　「おたすけマン活動」とは、子どもたちの福祉の
心を育むとともに、ボランティア活動への関心を高
めてもらうことを目的にした、小学生版ふれあい
ネットワーク事業です。
　今回の福祉体験学習を通し、高齢者や障害のあ
る方の気持ちを思いやり、自分たちに何ができるか
を考えるきっかけになったようです。

開催期間：令和5年10月15日（日）～10月21日（土）
開催場所：ウェルとばた（戸畑区汐井町1-6　JR戸畑駅横）
内　　容：秋の寄せ植え講座、スマホ講座などの各種講座やモルック

体験会、ボランティア活動紹介、おもちゃ病院、フード
	 ドライブなど、様々なイベントがあります。
問合わせ：北九州市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター

TEL：093-881-0110

介護支援ボランティア事業とは 

詳しくはこちら→

活動の流れ

各種講座、体験は
事前に申し込みが
必要です。

詳しくはこちら



【6】第173号 令和５年10月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

●住田朱実　●魚澄はるな　●宇野多美子　●角田範雄　●太田清子　●中川文枝　●千々和一美　●松本洋　●杉原剛　●臼木勝良　
●臼木栄子　●桑原仁　●山下政枝　●伊藤昭人　●恵本康雄　●中村廣行　●高尾台自治会　●米町地区民生委員児童委員協議会
●にこにこのつどい　●エメラルド仲良し会　●あったか訪問看護ステーション　●八幡鉄町教会　●九州建物管理㈱　
●ジェイ・カンパニー㈱　●サンカルナ小倉大手町　●あおぞら美容室　●古城保育園　●金光教小倉東部教会　●清水建設㈱　
●㈲アイエスヤマシタ　●小倉北体育館　●足立市民センター　●北九州市立夜間・休日急患センター　●匿名（敬称省略・順不同）

ご協力ありがとうご協力ありがとうございますございます

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！
ボランティア・市民活動センター（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください

災害ボランティア養成講座災害ボランティア養成講座 大雨災害ボランティアセンター運営支援職員派遣大雨災害ボランティアセンター運営支援職員派遣
を開催しましたを開催しました

　9月21日に男女共同参画センタームー
ブで災害ボランティア養成講座を開催し
ました。もしもの災害に備え、災害ボラ
ンティア活動
の基礎知識や
災害時に求め
られる役割と
心構えなどを
学びました。

　この夏も全国各地で自然災害による甚大な被害が多発
し、記録的猛暑の中、被災地には多くのボランティアが
復興支援に駆けつけました。
　そのうちの一つの久留米市に開設された災害ボラン
ティアセンターには北九
州市社会福祉協議会の職
員も派遣され、ボラン
ティアによる復旧作業と
被災された方々をつなぐ
支援を行いました。

いただきました古切手、プルタブは換金し、地域福地活動を推進する為に役立てられています。

収集ボランティアをしませんか？


